
か
つ
て
神
社
や
仏
閣
の
建
築
に
用
い
ら
れ
て
い
た

「木
組
み
」
。
く

ぎ
を
使
わ
ず
、
木
と
木
を
組
み
合
わ
せ
て
作
る
日
本
独
特
の
建
築
技

術
で
す
が
、
現
在
で
は
担
い
手
と
な
る
大
工
が
年
々
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
矢
野
春
藤
さ
ん
は
１６
歳
で
大
工
の
道
に
進
み
、
こ
れ
ま
で

矢
津
田
神
社
な
ど
寺
社
の
建
築
や
修
復
に
携
わ
り
、
今
年
６
月
、
菊

池
郡
西
合
志
町
に
宇
宙
元
理
教
会
を
建
築
し
ま
し
た
。

鉄
が
貴
重
だ

っ
た
時
代
は
、
く
ぎ
を
使
わ
な
い
木
組
み
の
技
術
が

一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
明
治
時
代
、
日
本
に
洋
金
物
が
入
り
、
鉄

の
価
格
低
下
で
大
量
の
く
ぎ
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
木
組
み
の

技
術
は
次
第
に
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

木
組
み
の
技
術
を
支
え
る
宮
大
工
矢
野
さ
ん
は
「日
本
伝
統
の
木
組
み
を

１
人
で
も
多
く
の
人
に
受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

■
|■■■

の 匠」
矢野春藤さん (高森・旭通)

●

矢野さんが菊池郡西合志町に建築した宇宙元理教会

ガ
菅原 俊和さん

●

高森・昭和 37歳
●お仕事

阿蘇郡森林組合高森支所

造林作業班に勤務してい

ます。

●趣味

仕事=趣味なので山仕事。

山の中は気持ちがいいで

現
.●一番やりたいこと

宝くじを当てて、 自分の

山を買いたい。

●理想のタイプ

吉永小百合。

高森町の人口の動き
世帯数/2,669戸 (± 0)

男:3,638人 (-2)/女 :3,970人 (± 0)

総 数/7,608人 (-2)
(平成16年 11月 30日現在)

豊 F年 明けましておめでとうございます。今年 も広報たか

4ソ lも りをよろしくお願いします。
「少年少女野球教室」のため本町を訪れた馬原孝浩投手と辻

武史外野手。 ピッチングやバ ッティング、守備など、参加 し

た子どもたちに丁寧な指導をしていただきました。

実技指導後の トークショーでは、子供からの 「どぅゃった

らプロになれますか」との質問に、「強い気持ちを持っていれ

ば絶対に夢はかなう」と馬原投手。

2005年 、皆 さんも 「夢実現」に向け、強い意志を持って邁

進してください。

高森町マスコット

‖o,545 平成17年 1月 5日 発行

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷
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合■100■ .1,′ |:紙を使用してヽ まヽ|‐

大きくなったらウル トラマンに

なります。必ず !!

父 宇藤 弘造さん

母    洋子さん
(色見・西丁 )

2歳

1
Iゆ う ま

宇藤 ′佑馬くん

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

プロ野球選手がや→て来た1
12月 も日(日 )、 福岡ダイエーホークスの馬原孝浩投手|(熊

本市立=現必由館高出身、写真右)と辻武史外野手を招い

た少年少女野球教室が町民休書館で開かれ、臨内外から集

まつた少年少女約 90人がプロの直接指導を受けましたよ|

_                              ・‐‐ ‐‐   ‐‐―■■|__|  ・ _■
―■■|
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今
年
は

藤本 正

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

◎高森町長

平
成
１７
年
は
西
年
で
す
。
＋
二
支

の
動
物
の
中
で
、
唯

一
の
鳥
類
で
す
。

干
支
の
「西
」
は
「ニ
ワ
ト
リ
」
の
こ
と
。

単
に
鳥
と
い
う
と

ニ
ワ
ト
リ

（鶏
）

を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
よ
う
で

す
が
、

ニ
ワ
ト
リ
は
人
間
と
最
も
な

じ
み
の
深
い
鳥
と
い
え
ま
す
。

ま
す
「・

皆
さ
ま
に
は
、
希
望
と
輝
き
に
〓

満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
‐

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
は
農

作
物
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
農
業
経
済
は
も
と
よ
り
地
域

経
済
に
与
え
る
影
響
が
極
め
て
憂

慮
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
高
森
中
学
校
剣
道
部
の
全

国
大
会
優
勝
な
ど
、
明
る
い
話
題

も
記
憶
に
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
現
状
の
国

・

地
方
を
問
わ
な
い
厳
し
い
財
政
状

況
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
将

来
に
向
け
て
新
た
な
財
源
確
保

が
必
要
と
判
断
し
、
矯
正
施
設
誘

致
を
要
望
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
は
、
議
会
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
十
分
に
議
論
を
重
ね
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

ニ
ワ
ト
リ
（鶏
）に
関
す
る
こ
と
わ
ざ

や
慣
用
句
は
、
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

「鶏
口
と
な
る
も
牛
後
と
な
る
な
か

れ
」
は
、
鶏
を
小
さ
な
組
織
、
牛
を
大

き
な
組
織
に
た
と
え
て
、
大
き
な
組
織

の
属
員
に
な
る
よ
り
は
、
小
さ
な
組
織

で
も
そ
の
頭
と
な
る
こ
と
の
ほ
う
が
よ

い
、
の
意
味
。
小
さ
く
と
も
勇
ま
し
い

鶏
の
姿
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

一
方
、
「鳥
」
に
関
す
る
こ
と
わ
ざ

・

慣
調
殉
は
、
い
く
つ
か
あ
り
そ
う
で
す
。

「籠
の
鳥
」
は
、
籠
に
入
れ
ら
れ
た

鳥
は
飛
ぶ
に
飛
べ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、

そ
の
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
人
。

「空
飛
ぶ
鳥
も
落
と
す
（
飛
ぶ
鳥
を

落
と
す
）
」
は
、
空
を
飛
ん
で
い
る
鳥

も
落
と
す
ほ
ど
威
力
が
あ
る
さ
ま
の

た
と
え
。
打
ち
落
と
さ
れ
る
鳥
と
い

え
ば

「
一
石
二
鳥
」
。

一
つ
の
石
を
投

げ
て
二
羽
の
鳥
を
同
時
に
打
ち
落
と

す
意
か
ら
、　
一
つ
の
行
為
に
よ

っ
て

同
時
に
二
つ
の
利
益
を
得
る
こ
と
の

意
味
。
「閑
古
鳥
が
鳴
く
」
は
、
貧
し

く
て
ぴ
い
ぴ

い
し
て
い
る
さ
ま
。
ま

た
、
商
売
な
ど
が
は
や
ら
な
い
さ
ま

を
い
い
ま
す
。

●

●

基 基幹集落センター

まにブ((敬称略)

光永チヨ子
後藤 國雄
荒牧 哲郎

学ヽ校  上…上町集会所
林 林業総合センター
温・高森温泉館

ありが
｀
どうご

｀
tド

｀

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>後藤 慶男
江藤 文宣
古澤 親子
相馬 明子

<一般寄付>高森寮

■広報送料寄付

林  裕文 (東京都府中市)

林  敬昌 (熊本市国府)

梅崎貴美子 (大阪府柏原市)

田上 仲男 (東京都大田区)

村上 俊次 (長崎県佐世保市)

峡
官
官

斜
避
秘

高
朋
芙

音
同
ｍ
ｍ
〓
本

´ト

,

[御遺族 ]

佐 藤  健 蔵

工
男

工
宣

子

子

昭

雄

武

郎

キ

慶

キ

文

明
津

義

國
秀

哲

マ
　
　
　
主
人

口
藤

川

藤

馬

田
東

藤

藤

牧

江
後

藤

江
相

岡

伊

後

佐

荒

[年齢]

82
71
79
80
93
92
94
78
79
61
86

ヤみ

[死亡者]

佐 藤 トシ子
義

ミ

稔

子

エ
ジ

子

子

子

錦

貞

ル

　

ク

ッ

フ
初

ヱ
妙

ツ

　

キ

タ

　

　

イ

回
嶋

川

藤

馬

川

東

藤

藤

牧

江

中

藤

江

相

谷

伊

後

佐

荒

[住 所]

高 森 。上 在
通

野

在

原

野

神

旭

泥

上

宮

冬

天

・
下

・　
・　
・　
・

森

山

森

部

森

森

一局

一官

一局

一早

一邑

一局

野 尻 。河 地

河 原・ 河 原

芹 回・ 芹 口

上色見 。前原

1/拶

8:30^V
出初め式/高 個別健康教育/朋

9:30～
心配ごと相談/美
13:00′ ヽ́15:00

|♂ヽ
コだ:

J

万年青会/上
10:00^ν

野菊の会/朋
10:00^´

心配ごと相談/朋
10:00′ヽ́ 12:00

阿蘇郡野菜振興大

会/林
10:00^シ

い

13:00～ 15:00
ごと相談/芙

万年青会/上
10:00～

翻1国飢|

丁akamori alendar たかもリカレングー  ■1月 9日 ～2月 12日

‐ 国同|
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新
年
明
け
ま

，
で

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
一■
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
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賊
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た

平
成

１７
年

の

の

さ
て
、
昨
年

っ
て
み

一
●
一

・

「

が
想
像

ま
す
と
、
町
民
の

手
●
な
か

，
た‐‐
大
型
台
風
が
‐数多

く
発
生
し
、
本
一町
に
さ
ま
ざ
ま
な

一
“
人
生
ロ

せ
ま
し
た
。
特
に
一

に
お
い

●

●
●
・
　

・

一名‐‐０
下

曝付
税
の

‐
■鬱酬

"
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●
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一
一

ヽ

一
毒
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政
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、
ご
承
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こ

、

体

て

地
方
財

し

地
方
父 の 国

‐ C
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2004年 11月 受付分 (敬称略 )
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轟喜理

註塾 Sun

16
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‐蝙 ‰♂

瘍鸞

役場支払日

役場支払日

役場支払日

鬱質
轟議、ノ

どぎゃん会/朋
9:30^V

高森1鵬泉館休館日

/温

■i‐ 1..I

機能訓練あゆみ
会/温
13:30^υ

個別健康教育/林
9:30～

心配ごと相談/基
10:00～ 12:00
年金相談/林
10:00´ヽ́15:OC

15

′ヽ |′ヽ

∠∠
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Year MessageSN  e  w

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
重
度
後

遺
障
害
を
も
つ
た
め
常
時
ま
た
は
随
時

の
介
護
が
必
要
な
方
に
対
す
る
介
護
料

の
支
給
及
び
自
動
車
事
故
が
原
因
で
死

亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
が
残

っ
た

た
め
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
ご
家
庭
の

お
子
さ
ま
に
対
す
る
育
成
資
金
の
貸
付

け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
介
護
料
の
支
給

○
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
頭
部
ま
た
は
脊

髄
等
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害

を
も

つ
た
め
常
時
ま
た
は
随
時
の
介

護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
方

〇
支
給
金
額

（月
額
）

常
時
介
護

５

８
、
５

７

０

円

～

１

０

８
、
０

０

０

円

随
時
介
護

２

９
、
２

９

０

円

～

５

４
、
０

０

０

円

○
支
給
期
間

申
請
受
付
日
の
属
す
る
月
か
ら
支
給

事
由
が
な
く
な

っ
た
日
の
属
す
る
月

ま
で

◎
育
成
資
金
の
貸
付
け

○
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は

重
度
の
後
遺
障
害
が
残

っ
た
方
の
お

す
。
ま
た
、
合
併
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
も
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
４
月
に
は
地
域
住
民

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
て
草
部

南
部
小
学
校
、
草
部
中
学
校
が
そ

れ
ぞ
れ
高
森
東
小
学
校
、
高
森
東

中
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
後
、
さ
ら
な
る
教
育
の

充
実
を
図
り
、
高
森
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
力
を

い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
多
く
の
課
題
が
山
積
み

し
て
い
ま
す
が
、
未
来
を
見
据
え

た
活
力
と
潤
い
あ
ふ
れ
る
高
森
町

を
創
生
す
る
た
め
、
今
年

一
年
を

「高
森
飛
翔
の
年
」
と
し
て
町
政

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
よ
り

一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

子
さ
ま
で
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で

○
貸
付
金
額

一
時
金

１
５
５
、
０
０
０
円

（初
回
の
み
）

月
　
額

２

０
、
０

０

０

円

入
学
支
度
金

４
４
、
０
０
０
円

（希
望
者
）

○
貸
付
期
間

中
学
校
を
卒
業
す
る
月
ま
で

○
利
　
子

無
利
子
で
す
。

○
返
還
方
法

貸
付
期
間
終
了
後
、

２０
年
以
内
の

均
等
払
い
。

高
校

。
大
学
等
進
学
時
は
返
還
を

猶
予
で
き
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

熊
本
支
所

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

２

２

‐

５

２

２

９

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
ご
協
力
を
！

今
年
度
、
熊
本
県
で
は
台
風
等
の
影
響

も
あ
り
、
今
年
度
９
月
末
で
昨
年
度
同
時

期
と
比
べ
、

９６
％
と
落
ち
込
み
、
中
で
も

４
０
０

ｍ‐
献
血
に
つ
い
て
は
、

９２

・
２
％

と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
寒
さ
や

風
邪
等
の
影
響
に
よ
り
献
血
者
が
落
ち
込

む
冬
は
、
輸
血
用
血
液
の
不
足
が
発
生
し

●

や
す
い
季
節
で
す
。
熊
本
県
で
は
、
１
月

～
２
月
の
２
ヶ
月
間
、
成
人
式
を
迎
え
る

「は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心
に
多
く
の
県

民
の
皆
さ
ま
に
献
血
の
呼
び
か
け
を
行

っ

て
い
ま
す
。
献
血
は
生
命
を
救
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、

保
護
者
が
高
森
町
に
居
住
す
る
「高
校
生
」

及
び

「大
学
生
」
を
対
象
に
、
奨
学
資
金

貸
し
付
け
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
希
望
者

は
、
３
月
２５
日

（金
）
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
１
）

入
札
結
果
（５
０
０
万
円
以
上
）

○
工
事
名

横
町

。
湧
水
館
線
道
路
改
良
工
事

○
工
　
期

平
成
１６
年
１２
月
９
日
～

平
成
１７
年
３
月
２５
日

○
契
約
金
額

２
８
、
１
１
９
、
０
０
０
円

○
請
負
者

（資
）
石
原
建
設

●
順
鰺
□踵
□目
獲

24時間電話を通して健康をお届けします。
躙月曜日

肝硬変と肝癌

隋火曜日

骨粗霧症の新 しい知識
鰺水曜日

こむらがえり(からすまがり)

聰木曜日
電動ハブラシについて

蒻金曜日
だいたいこつとうえ し

大腿骨頭壊死とは

ほ」ヒ曜日・ 日曜日
性教育シリーズ③

◎ 1月 のテーマ

1月 9日

1月 10日

1月 16日

1月23日

1月 30日

2月 6日

2月 11日

馬 原 内 科 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

渡 辺 内 科

後 藤 医 院

立 野 病 院

TEL 62-0646

TEL 68-0111

TEL 62-0378

TEL 62-3351

T■ 67-1777

TE1 67-0019

T肌 68-0111

マ

.ノ
リ

閑
古
鳥
を
追
い
払
い
、
今
年

こ
そ

本
格
的
な
景
気
回
復
で
た
く
さ
ん
の

ご
利
益
を
、
と
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ニ
ワ
ト
リ
と
い
え
ば
卵
で
す
。
卵

そ
の
も
の
を
調
理
し
た
も
の
や
、
パ

ン
や
菓
子
な
ど
卵
を
原
材
料
と
し
て

用
い
て
い
る
食
品
を
含
め
れ
ば
、
卵

が
私
た
ち
の
食
卓
を
飾
ら
な
い
日
は

な
い
と
い
っ
て
も
い
い
で
し
よ
う
。

そ
の
卵
を
、
日
本
人
は

一
年
間
に

ど
の
く
ら
い
食
べ
て
い
る
の
か
ご
存
知

で
す
か
。
過
去
の
世
界
統
計
な
ど
に
よ

る
と
、
日
本
人
は

一
人
当
た
り
年
間

３
０
０
個
以
上
消
費
し
て
お
り
、
こ
れ

は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。　
二

ワ
ト
リ
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

「鶏
鳴
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、　
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
く
こ
ろ
と
い
え
ば

明
け
方
近
く
。
朝
を
迎
え
る
た
め
の
合

図
で
も
あ
っ
た
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
き
声
を

聞
く
機
会
は
、
音
に
比
べ
て
少
な
く

な
っ
た
と
い
え
ま
す
。
鳴
き
声
ど
こ
ろ

か
最
近
は
、
そ
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と

も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
昔
は
農
家
の

庭
先
な
ど
で
飼
わ
れ
て
い
て
、
文
字
ど

お
り

「
ニ
ワ
ト
リ
」

で
し
た
。
現
在

は
鶏
舎
な
ど
で
飼
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
身
近
に
触
れ
る
機
会
も
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
感
染
が
問
題
と
な
り
、
養
鶏
農
家

や
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
今
年
は
そ
う

し
た
問
題
が
起
き
な
い
よ
う
祈
り
た

い
も
の
で
す
。

と
も
あ
れ
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。

本
晰艤

熊
叡 健康問題 を

24時 間 .

日替わ |,て

お送 りします

自
動
車
事
故
被
害
者
援
護
制
度

電
マ

あ

‐‐り
ま
す
。
議
会

来‐●
町
財
政
の
健
全
化
‐‐
を
図
る
た
　

ノ

め
一一
企
業
等
誘
致

し
●
我
々
議
会
議
員
に

‐町民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
期
待
に

■
テ
ベ
く
い
今
後
の
議
会
運
営
を

．中訴
舗
噂
踵
【諏
ま

の
、二
多
幸
を
お
砿
．り
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
我
´々
議
会
と
い
た
し

ま
し
て
も
先
人
の
足
跡
に
学
び
つ

つ
、
思
い
を
将
来
に
は
せ
、
全
議

■
■
　
　
　
．

〓員‐‐
一
丸
と
な
っ
て
町
民
優
先
の
行

政
を
推
進
す
る
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
の
で
、　
町
民
比白
さ
ま

一”
蝙

一一
“

躍

臓
聾

●
「
●
新
‐
‐
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

◎高森町議会議長 相 馬  俊 補 |

一
一
■

・・
―
・

一

■

一
　
■

・一
　

．〓

ヽ』

い
　
　
　
　
　
　
′

『
・
　
　

　
　

　
　

　

ノ

に
．ざ

い
で
も
将

r
搬

聞

鞭

診療は午前9時から午後5時まで
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Eんイ

ｂ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

リ
サ
イ
ク
ル
の

」上主

多｀

は

」か
ら
一

―
―
―
―

―
二

●

●

●

●

●

で
生
ご
み
の
減
量
と
環
境
保
全
‥
…
…
…

町
で
は
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。
（　
）
内
は
旧

■
総
務
課
　
▼
総
務
課
長
兼
野
尻
出
張
所

長
　
岩
下
健
治

（野
尻
出
張
所
長
）
１２
月

・３
日
付
け

■
退
職
　
渡
邊
哲
郎

（総
務
課
長
）
１２
月

・２
日
付
け

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
い
、

１２
月
‐２
日

付
け
で
佐
藤
昭
也
氏
が
教
育
長
を
退
任
さ

れ
、

１２
月
１３
日
付
け
で
渡
邊
哲
郎
氏
が
新

教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

○
目
　
的

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
有
効
な
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
よ
り

一
層
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
開
催

○
日
　
時
　
２
月
４
日

（金
）

○
時
　
間
　
午
後
１
時
１５
分
～
午
後
４
時
２０
分

○
場
　
所
　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

○
対
　
象
　
県
民
１
２
０
人
程
度
（先
着
順
）

○
参
加
料
　
無
料

○
応
募
期
限
　
１
月
２６
日

（水
）

○
応
募
方
法

ハ
ガ
キ

。
Ｆ
Ａ
Ｘ

。
Ｅ
メ
ー
ル

・
電
話

な
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
地
資
源
対
策
課

■
０
９
６
‐
３
８
４
‐
３
２
５
３

２
月
４
日
（金
）～
６
日
（日
）
、
グ
ラ
ン
メ
ッ

セ
熊
本
で
「第
２
回
環
境
＆
福
祉
ビ
ジ
ネ

ス
フ
ェ
ア

い●

パ
昌
”
ヨ
ｏ
一
ｏ
」
を
開
催
し
ま

す
。環

境
や
福
祉
、　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

関
連
製
品
の
展
示
の
ほ
か
、　
エ
コ
カ
ー
や

福
祉
対
応
車
両
が
集
ま
る
環
境
＆
福
祉

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
も
併
催
し
ま
す
。

ま
た
、　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ア
ツ

シ
ヨ
ン
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ご
来
場
の
方

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
多
数
準
備
し
て
い
ま
す
。

購
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
新
産
業
振
興
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

５

１

２

５

０

６

平
成
１７
年
２
月
１
日
現
在
で
「２
０
０
５

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
「農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

っ
て

ご
存
知
で
す
か
？

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
全
国
の
農
家
や

林
家
な
ど
農
林
業
を
営
む
す
べ
て
の
世
帯

や
団
体
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
極
め
て
大

規
模
な
調
査
で
〃
農
林
業
の
国
勢
調
査

〃

と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

農
林
業
は
、
食
料
や
林
産
物
の
供
給
に

加
え
、
国
土

。
環
境
の
保
全
な
ど
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
方

で
、
山
林
の
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

労
働
力
の
減
少
と
高
齢
化
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
は
、
各
種
農
林

業
施
策
を
企
画

・
立
案
す
る
際
の
重
要
な

基
礎
デ
ー
タ
や
、
各
方
面
で
広
く
利
用
さ

せ
る
総
合
的
な
統
計
資
料
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を

営
ん
で
い
る
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
調
査
員

が
伺
い
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況

な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
調

査
で
得
ら
れ
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
統
計

を
作
成
す
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
あ
り
の
ま
ま
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

莉
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
役
場
企
画
財
政
課

■
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

熊
本
県
地
域
振
興
部
統
計
調
査
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

３

‐

１

１

１

１

（内
線
３
６
０
７
）

上

則
鑑

距

』

”

螂

潮

集
ま
り
、

生
ご

み
を
た

い
肥
に

す

る
こ
と
が
で
き
る
Ｅ
Ｍ
ば

か

し
作

り

が
行

わ

れ

て

い
ま
す
。

こ
れ
は
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
の
紹
介
を
受
け
、

１３
年
前
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
「少

し
で
も
ご
み
が
減
る
な
ら
」
「町
が

き
れ
い
に
な
る
な
ら
」
と
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実

践
。
で
き
あ
が
っ
た
Ｅ
Ｍ
ば
か
し
は

病
院
な
ど
に
配
ら
れ
、
利
用
者
か
ら

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「生
ご
み
の
減
量
の
ほ
か
消
臭
、

浄
化
剤
な
ど
Ｅ
Ｍ
の
効
果
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
環
境
に
も
優
し

い
の
で
安
心
し
て
使
え
ま
す
。
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
ら

に
良
く
な
り
ま
し
た
」
と
皆
さ
ん
。

誰
で
も
自
分
の
住
む
町
は
美
し

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

○
作
品
内
容

県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
地
域
ら
し
さ
や

各
地
域
の
ボ
ラ
ン
ィ
ア
活
動
の
特
色
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
。
（２０
字
～
３０
字
程
度
）

・
県
央
ブ
ロ
ツ
ク

（熊
本
市
、
宇
城
地
域
、
上
益
城
地
域
）

。
県
北
ブ
ロ
ツ
ク

（荒
尾

・
玉
名
地
域
、
山
鹿

。
鹿
本

地
域
、
菊
池
地
域
）

。
県
南
ブ
ロ
ツ
ク

（八
代
地
域
、
水
俣

・
芦
北
地
域
）

・
阿
蘇
ブ
ロ
ツ
ク

・
天
草
ブ
ロ
ツ
ク

。
人
吉

・
球
磨
ブ
ロ
ツ
ク

○
応
募
締
切

平
成
１７
年
１
月
３１
日

（月
）

（当
日
消
印
有
効
）

○
賞優

秀
賞
　
ブ
ロ
ッ
ク
ー
点
づ
つ
の
計
６
点

（賞
状
と
副
賞
２
万
円
）

※
た
だ
し
、
受
賞
者
が
高
校
生
以
下
の

場
合
は
、
金
額
相
当
の
図
書
券
と
し

ま
す
。

○
大
会
テ
ー
マ

燃
え
よ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
火
の
国
の
集
い

熱
か
心
わ
が
ま
ち
に

●
お
問
い
合
わ
せ
先

第
１４
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
火
の
国
く
ま
も
と
実
行
委
員
会

■
０
９
６
‐
３
２
４
‐
５
４
５
６

皆
さ
ん
は

「Ｅ
Ｍ
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

「
Ｅ
Ｍ
」
と
は
有
用
微
生
物
群
の
こ
と
で
す
。
光
合
成
菌
や
酵
母
菌
、
乳
酸
菌
等
８０
種
以
上
の
微
生
物
を
培
養
し
た
液
体
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

汚
れ
を
き
れ
い
に
す
る
ほ
か
腐
敗
菌
を
抑
え
る
働
き
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

全
国
各
地
で
確
実
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
の
が
こ
の
Ｅ
Ｍ
菌
を
使

っ
た
生
ご
み
処
理
法
で
す
。
専
用
の
ポ
リ
容
器
に
入
れ
た
生
ご
み
に
、
Ｅ
Ｍ

菌
、
米
ぬ
か
、
糖
蜜
を
混
ぜ
熟
成
さ
せ
た
も
の
（Ｅ
Ｍ
ば
か
し
）
を
振
り
か
け
ま
す
。
す
る
と
生
ご
み
が
発
酵
し
、
肥
料
と
し
て
畑
な
ど
で
再
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
容
器
の
底
に
た
ま

っ
た
液
は
下
水
や
ト
イ
レ
な
ど
に
流
す
と
浄
化
剤
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
み
の
な
い
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

町
職
員
人
事
異
動

●

「
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
火
の
国
く
ま
も
と
」

キ
ャ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

平
成
１７
年
１０
月
２９
日

（土
）
、

３０
日

（日
）

に
開
催
す
る

「第
１４
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
火
の
国
く
ま
も
と
」
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高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長

伝
、ふ
み
射

一
部
の
す
ぎ
０
な
し―、‐‐
‐

ヽ
山
麓
に
　

に
裏
打
ち
さ
れ
た
か
の
様
に
点
と

施
さ
れ
た
杉
０
檀
林
ば

，
最
も
そ
　

し
て
存
在
し
て
き
ま
し
た
。
ま
と

の
表
現
こ
そ
と
―
畦
を

，
く
●
植
一　

ま
り
と
し
て
の
、
集
落
が
形
成
さ

え
る
。
農
耕
の
民
な
●

，
一

，
す
〓

れ
る
Ｉ
社
■

人

。
物
資
の
往
来

る
そ
れ
を
、
何
十
年
い
や
何
‐
‥

蔵
年

．
．
ぼ

．
牛
歩
の
歩
調
と
水
が
あ
る
を

の
サ
イ
ク
ル
か
も
し
れ
な
い
作
・　
前
提
と
し
た
、
村
が
う
ま
れ
ま
し

業
。
単
位
面
積
あ
た
り
、
植
林
さ
　

た
。

れ
た
杉
の
多
さ
は
、
水
資
源
の
枯
　
　
こ
の
道
は
、
大
分
県
荻
町
、
竹

渇
が
危
惧
さ
れ
る
。
や
が
て
は
大

　

田
市
に
接
し
、
大
分
県
の
経
済
圏
・

森
林
と
な
る
で
あ
ろ
う
大
分
と
の
　

文
化
圏
の
色
合
い
を
濃
く
残
す
、

県
境
か
ら
、
落
ち
込
ん
だ
深
い
谷
　
野
尻
永
野
地
区
。
野
仏
の
表
情
と

沿
い
に
、
古
来
よ
り
、
九
州
中
央

　

て
、
何
処
か
異
な
る
に
も
見
え
ま

山
地
往
来
の
た
め
の
、
道
が
あ
り
　
す
。

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
、
古
木
と
云
え
る
も
の
は
、

こ
の
道
は
、
塩
の
道
。
瀬
戸
内

　
神
社
仏
閣
の
境
内
或
い
は
深
山
に

に
産
さ
れ
た
塩
が
、
大
分
を
経
て
　

で
も
入
ら
ね
ば
、
見
る
こ
と
が
出

阿
蘇

へ
も
た
ら
さ
れ
る
。
昭
和
初
　
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
最
近
植
林

期
、
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で
は
、
　

さ
れ
た
か
の
ま
だ
若
い
木
々
の
大

か
つ
て
私
達
の
命
の
源
泉
塩
は
、
　

分
県
側
か
ら
、
野
尻
永
野
に
入
り

こ
の
道
を
、
牛
の
背
に
も
た
ら
さ
　

驚
く
の
は
、
突
然
に
銀
杏
の
大
木

れ
ま
し
た
。
瀬
戸
内
の
塩
。
上
陸

　
が
現
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
銀
杏

地
点
が
、
大
分

・
鶴
崎
港
だ
と
し
　

が
単
に
生
命
力
旺
盛
と
見
る
の
で

た
ら
、
そ
こ
か
ら
牛
歩
の
歩
み
で
、
　

は
な
く
、
地
区
の
人
々
が
残
し
た

塩
ば
か
り
か
、
沿
線
の
産
物

・
伝

　
か
ら
、
年
輪
を
重
ね
て
き
た
の
で

統
文
化
・嫁
入
り
も
あ
り
ま
し
た
。
　

あ
り
ま
す
。
そ
の
銀
杏
の
そ
ば
に

や
が
て
、
血
縁
的
村
落
が
、
歩
調
　
は
、
祠
と
猿
田
彦
の
神
様
が
奉
ら

●
■

戸

れ
て
い
ま
す
。

猿
田
彦
信
仰
は
、
江
戸
時
代
中

期
に
流
行
し
ま
す
。
神
楽
で
は
、

赤
い
天
狗
の
面
を
被
り
、
大
股
で

登
場
。
大
地
を
踏
み
し
め
る
そ
の

さ
ま
は
、
「も
ぐ
ら
」
の
害
を
祓

い
豊
か
な
実
り
を
願
う
動
作
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
に
道
化
的
様
相

を
呈
し
た
、
男
女
二
神
の
降
臨

へ

と
、
神
楽
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
展

開
し
ま
す
。
髪
を
振
り
乱
し
、
老

若
男
女
ひ
と
し
く
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
ヘ
と
導
く
演
出
の

「う
け
」
効

果
が
、
子
供
達
に
と
っ
て
は
、
怖

く
泣
き
じ
や
く

っ
た
。
そ
れ
が
、

ふ
る
さ
と

へ
の
想
い
出
で
あ
り
、

ふ
る
さ
と
へ
の
憧
憬
は
、
そ
ん
な

た
わ
い
も
な
い
、
祭
り
囃
子
で
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
々
の
往
来
が
盛
ん
に
な
っ
た

江
戸
時
代
中
期
、
そ
れ
に
よ
っ
て

疫
病
の
流
行
も
あ
り
ま
し
た
。
猿

田
彦
神
は
、
道
案
内
の
神
様
で
し

た
。
古
く
は
、
神
話
に
登
場
す
る

天
の
岩
戸
か
ら
の
案
内
役
が
、
猿

田
彦
神
で
し
た
。
村
落
の
入
日
付

近
或
い
は
、
三
叉
路
的
道
案
内
の

役
目
と
し
て
も
、
猿
田
彦
神
が
奉

ら
れ
ま
し
た
。
今
、
人
知
れ
ず
件

む
猿
田
彦
神
を
見
つ
け
ら
れ
た
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
、
か
つ
て
村
に

入
る
旧
道
が
あ
っ
た
と
、
思
わ
れ

て
い
い
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
猿
田
彦

信
仰
の

一
面
に
は
、
切
実
で
素
朴

な
願
い
、
疫
病
の
流
入

。
流
出
を

防
ぐ
と
す
る
、
シ
ン
ボ
ル
的
村
落

共
同
体
の
意
思
が
あ
り
ま
し
た
。

お
社
に
は
、
古
木
が
、
大
木
が

残
る
。
そ
れ
は
心
の
鎮
守
と
し
て

か
ろ
う
じ
て
守
ら
れ
ま
し
た
。
私

達
の
国
は
、
明
治
か
ら
１
０
０
年
、

三
度
に
わ
た
り
こ
の
大
自
然
に
手

を
下
ろ
し
ま
し
た
。
明
治
と
言
う

国
家
は
、
富
国
強
兵
、
西
洋
化
に

よ
っ
て
こ
そ
、
欧
米
列
強
と
渡
り

合
え
る
と
考
え
ま
し
た
。
果
敢
な

る
多
く
の
改
革
、
神
社
合
祀
令
を

発
令
し
ま
す
。　
一
村
に

一
社
と
し

て
、
土
着
的
様
々
な
土
地
神
を
廃

止
、
或
い
は

一
社
に
ま
と
め
さ
せ

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
廃
社
さ

れ
た
方
の
衰
退
、
す
な
わ
ち
鎮
守

の
杜
と
し
た
心
の
拠
り
所
に
、
斧

を
入
れ
る
事
を
容
易
に
し
ま
し

た
。か

つ
て
私
達
の
阿
蘇
は
、
鬱
蒼

と
し
た
照
葉
樹
林
地
帯
で
し
た
。

明
治
新
国
家
は
、
建
設
用
材
、
そ

し
て
国
家
は
鉄
な
り
と
し
た
、
製

鉄
用
木
炭
に
、
政
府
令
に
よ
っ
て
、

伐
採
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後

の
経
済
復
興
は
、
更
な
る
大
規
模

伐
採
に
手
を
染
め
ま
し
た
。

一
■

●

い
方
が
う
れ
し
い
は
ず
で
す
。
皆

さ
ん
も
生
ご
み
の
減
量
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

①
生
ご

み
は
な

る

べ
く
小
さ
く
し

て

水
分
を
よ
く
切
る
。

②
ポ
リ
容
器
の
底
に
Ｅ
Ｍ
ば
か
し
を
ま

き
、
細
か
く
切
っ
た
生
ご
み
を
入
れ
る
。

③
生
ご
み
を
入
れ
る
た
び
に
Ｅ
Ｍ
ぼ
か

し
を

一
握
り
分
振
り
か
け
、
ま
ん
ベ

ん
な
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④
生
ご
み
が
容
器
の
８
分
目
に
な

っ
た

ら
し
っ
か
り
ふ
た
を
し
て
直
射
日
光
の

当
た
ら
な
い
所
に
１
～
２
週
間
置
く
。

⑤
甘
酸

っ
ぱ
い
発
酵
臭
に
な
れ
ば
で
き

あ
が
り
。
花
や
野
菜
の
た
い
肥
と
し

て
使
え
ま
す
。

※
Ｅ
Ｍ
生
ご
み
た
い
肥
を
作

っ
た
と
き

に
容
器

の
底
に
液
が
た
ま
り
ま
す
。

こ
れ
を
薄
め
て
下
水
や
ト
イ
レ
に
流

す
と
い
や
な
匂
い
や
ヌ
メ
リ
が
な
く

な
り
、
排
水
管
の
中
も
き
れ
い
に
な

り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
活
用
方
法
が
あ
り
ま
す
。
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〉国民年全だよりく
◆暮らしを支える基礎年金

●老齢基礎年金

老齢基礎年金は、国民年金保険料納付済期間と

免除期間等を合算 して25年以上ある人が65歳 に

なったとき支給されます。20歳から60歳になるま

での40年間、すべての保険料を納めた人の年金額

は794,500円 です。保険料未納期間や免除期間が

あるとその割合で減額されます。

老齢基礎年金の計算式
″A′

「
AAI¬、′保険料納付済月数十保険料免除月数×1/3+保険料半額免除月数×2/3

/V4hl,l,卜ЧX～^'~ヤ 1・         40 qF× 12

※20歳から60歳までまるまる納めて満額年金を !

● 障害基礎 年 金

障害基礎年金は、病気やケガで一定の障害が残っ

た とき支給 され ます。また、20歳 になる前の障害

も年金の対象にな ります。

年金額

1級…993,100円  2級…794,500円

子への加算

多じ1・ 2f藤・・・ぞ争228,600円

第 3子以降…各 76,200円

(18歳到達の年度末まで。また、障害状態の子の場合は20

歳到達まで)

●遺族基礎年金

遺族基礎年金は、国民年金の加入者や老齢基礎

年金を受けられる資格のある人が亡くなったとき、

その人によって生計を維持されていた 18歳の年度

末までの子 (1級 。2級の障害の状態にある子の

ときは 20歳未満)のある妻、または子に支給され

ます。

年金額

子が一人いる妻・……1,023,100円

子が一人だけのとき…794,500円

子への加算

夕認2-子・・・・・・228,600円

第 3子以降・…76,200円

(18歳到達の年度末まで。また、障害状態の子の場合は 20

歳到達まで)

保険料の納め忘れがあると将来年金が受けられな

い場合があります。ご注意ください。

■お問い合わせ先 住民生活課国民年金係

TEL 62-1111(内 線 132)

申
告
の
最
終
期
限
は

３
月
‐５
日
（火
）

●

立
ち
止
ま
り
　
熊
の
足
跡
見
つ
け
ら
す

音
信
不
通
　
生
き
て
居
る
や
ら
死
ん
だ
や
ら

若
さ
若
さ
　
付
き
合
い
き
れ
ん
二
次
会

霜
の
夜
　
毛
布
は
菊
に
貸
し
て
や
り

粘
り
強
さ
　
ワ
ン
コ
ー
ヒ
ー
で
三
時
間

霜
の
夜
　
キ
ム
チ
鍋
で
ん
始
み
ゅ
う
か

音
信
不
通
　
花
嫁
姿
見
た
か
ろ
に

粘
り
強
さ
　
濡
れ
し
ょ
ば
た
れ
て
釣
り
よ
ら
す

霜
の
夜
　
腹
か
る
温
く
め
よ
る
夜
警

a黛`ゑ磁慇
照らい

・゙
確定申告は

為
′フT「

｀  お早めに。憮
申
告
（
納
税
相
談
）
の
日
程

表
は
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
中

（平
成
１６
年
１
月
１
日
か
ら
・２
月
３．

日
ま
で
）
の
収
入
に
よ
る
所
得
税

・
贈
与
税
な
ど
の
国

の
夜
　
太
鼓
の
冴
ゆ
る
夜
渡
神
楽

強
さ
　
頑
固
親
父
も
寄
り
切
ら
れ

史芸
POETRY PAGE

ょうか?

林
　
　
不
忘

後
藤
　
信
子

田
上
黙
公
子

佐
藤
　
重
信

馬
原
　
馬
笑

渡
辺
　
雲
海

佐
楢
見
乱
坊

上
井
加
根
女

松
山
キ
ヨ
子

後
藤
　
愛
子

岡
本
　
琴
司

●

若
さ
若
さ
　
古
希
で
ハ
ー
レ
ー
乗
り
回
し

霜
の
夜
　
ち
ょ
っ
と
多
目
の
卵
酒

粘
り
強
さ
　
上
が
り
込
う
ど
る
奉
賀
帳

芋
埋
け
て
ト
ビ
ー
な
る
も
の
被
せ
け
り

大
霜
や
今
朝
の
庭
先
木
の
葉
舞
ふ

病
状
の

一
喜

一
憂
冬
に
入
る

朝
空
に
淡
く
残
り
し
冬
の
月

軽
患
の
笑
ひ
絶
え
な
き
松
の
内

目
覚
め
れ
ば
ス
ト
ー
ブ
点
火
で
始
ま
り
ぬ

桐
原
　
白
酔

佐
藤
多
可
雄

浦
塚
　
南
天

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
枝

甲
斐
し
ず
子

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
穂

肥

後

狂

句

　

睦

月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

Ｌ
卜
ｒ

　

　

　

　

　

　

　

■

Ｊ

石
レ
　

　

　

有

諸 材 料 費 返品等の処理は正 しくしてありますか。

修  繕  費
増築・拡張・用途変更のための模様替等のいわゆる資本的支出分は差し引きました

か。 (10万 円未満は必要経費)動力・光熱費、家事分は含まれていませんか。

作 業 衣 料 費 同  上

農 業 共 済 掛 金
生命共済掛金と住宅に係る建物更生共済の掛金が含まれていませんか。

(こ れらは確定申告書の所得控除欄で別途控除します)

減 価 償 却 費 耐用年数を経過した資産はありませんか。正しく計算されていますか。

荷造運賃手数料
収入金を手数料差引で計上している方は、その手数料は計上できません。でき
るだけ総額主義で計上 してください。

雇  人  費
雇われた方の住所・氏名又は領収証はありますか。また、源泉所得税がかかる人はいま
せんか。

利 子 割 引 料
1.家事分のあん分計算は正しくされていますか。
2.返済の元金は含まれていませんか。

地 代・ 貸 借 料
1.家事分のあん分計算は正しくされていますか。
2.現物で支払った方は収入金の事業消費金額に計上されていますか。

土 地 改 良 費 永久資産の取得に対応する部分の除外は正しくされていますか。

そ  の  他
1.前払・未払の計算は正 しくされていますか。
2.接待交際費の家事分 (冠婚葬祭等)は含まれていませんか。

期 首 前年の期末の棚卸高と一致 していますか。農産物以外
の棚卸高 期 末 数量・単価は間違っていませんか。

経費から差引く牛馬・

果樹等の育成費用
育成している果樹・畜産等の本年取得費 (種苗費・種付費・素畜費)と 育成費用 (定植費
肥料費・農薬費・飼料費)が計上されていますか。(成熟時の時価では計上できません)

専 従 者 給 与 源泉徴収は正しく行われていますか。

青 色 申告 控 除
最高 10万 円です。ただし複式簿記で貸借対照表を提出する人は最高 55万 円で
す。

L5 TAKAMoRT rorurN-2005.1

輪
備

間違えやすい

要点をチェック !

痣

●

囲
閣
臓
》

●
こ
の
社
会

あ
な
た
０
税
が
奎
暮
て
い
一薔
●
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給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

「矢
部
警
察
署
」
が

「山
都
警
察
署
」
に

¨

名
称
が
変
わ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
¨

平
成
１７
年
２
月
Ｈ
日
の

「山
都
町
」
発
足
に
合
わ
せ
、

現
在
の

「矢
部
警
察
署
」
は

「山
都
警
察
署
」
に
名
称
が

変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
高
森
警
察
署
が
管
轄
す
る
蘇
陽
町
が
、
山

都
警
察
署
が
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
、
馬
見
原
駐
在
所
も

山
都
警
察
署
の
駐
在
所
と
な
り
ま
す
。

ご
不
明
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

県
警
察
本
部
警
務
課
　
ＴＥＬ
０
９
６
‐
３
８
１
‐
０
１
１
０

山
都
警
察
署
総
務
課
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
７
２
‐
０
１
１
０

高
森
警
察
署
総
務
課
　
ＴＥＬ
６
２
‐
０
１
１
０

●

消
防
署
が
再
編
さ
れ
ま
す
が
、

皆
さ
ん
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
森
町
の
消
防
業
務
は
、
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
が
行
っ
て
い
ま
す
。
管
内
で
発
生
し
た
火
災
や
救

急
救
助
、
ま
た
、
立
入
検
査
、
各
種
講
習
会
、
各
種
届
出

等
は

「南
部
分
署
」
「蘇
陽
分
駐
所
」
「野
尻
草
部
分
駐
所
」

が
２４
時
間
対
応
で
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た

び
の
町
村
合
併
に
よ
り
消
防
署
の
管
轄
が
変
わ
り
ま
す
。

本
年
２
月
の
町
村
合
併
に
よ
り

「蘇
陽
分
駐
所
」
は
上

益
城
消
防
組
合
の

一
員
と
な
り
ま
す
の
で
、
蘇
陽
町
で
発

生
し
た
火
災
や
救
急
救
助
は

「上
益
城
消
防
組
合
の
蘇
陽

分
駐
所

（仮
称
）
」
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
直
接
の
影
響
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
規
模
な
事
業
所

の
各
種
届
出
な
ど
、
消
防
本
部
の
業

務
に
関
す
る
も
の
は

「上
益
城
消
防

組
合
消
防
本
部
」
に
変
わ
り
ま
す
の

で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
南
阿
蘇
村
、
高
森
町
は

従
来
ど
お
り

「南
部
分
署
」
「野
尻

車
部
分
駐
所
」
が
担
当
し
ま
す
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署

火
事

‘
救
急

・
救
助
は
１
１
９
番

給
与
所
得
者
の
所
得
税
は
、
毎
月
の
給
料
や
賞
与
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
、
そ
の
年
の
最
後
の
給
料
や
賞
与
の
支
払

時
に
行
わ
れ
る

「年
末
調
整
」
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
ま
す

か
ら
、
大
部
分
の
給
与
所
得
者
の
方
は
、
改
め
て
確
定
申

告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
①
給
与
の
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方
、

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
の
金
額

（例

え
ば
、
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く

一
時
金
を
受
け
取
ら

れ
た
場
合
や
不
動
産
の
貸
付
け
に
よ
る
収
入
が
あ
る
場
合

な
ど
）
の
合
計
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方
、
③
２
か
所
以

上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
、
①
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
遭
わ

れ
た
方
、
②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
わ
れ
た
方
、
③
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築

（購
入
）
。
増
改
築
し
、
年
末
に
お
い
て

金
融
機
関
等
か
ら
の
借
入
金
残
高
の
あ
る
方
な
ど
は
、
確

定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
９

税
と
、
町
県
民
税

。
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
申
告
は

一
括
で
行

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

所
得
金
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
申

告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
等
各
種
証
明
が
発
行
さ
れ

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
税
の
控
除
が
認
め

ら
れ
な
い
な
ど
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
申
告
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
個
人
事
業
者

（
１
千
万
円
を
超
え
る
売
上
げ
の
あ
る
方
は
、
平
成
１８

年
分
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な
り
ま
す

）

▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者

▼
年
金
、
不
動
産
所
得
、
利
子
、
配
当
な
ど
が
あ
る
方

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
等
以
外
の
収
入
が
あ
る
方

▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年
１
月
１
日
現
在
で
就
職

し
て
い
な
い
方

▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

▼
国
民
健
康
保
険
世
帯
の
方
で
障
害
者
年
金
や
遺
族
年

金
、
恩
給
な
ど
の
収
入
の
あ
る
方

申
告
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務
署
や
税
務
課
町
民

税
係
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐０
５
５
１

税
務
課
町
民
税
係
　
ＴＥＬ
６
２
‐１
１
１
１

（内
線
１
６
４
・
１
６
５
）

圏圏題

財

憬
もうすぐ申告

●

■

６

２

‐
９

０

３

４
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販 売 金 額

1.概算払金は計上してありますか。
2.農協等の預金振込や入金の処理は正しくされていますか。
3.売掛金は正しく計上されていますか。
4.共販以外の庭先・市場販売等の計上漏れはありませんか。
5.雑収入は計上してありますか。 (含消費税)

ち

ftrrrti

膵
゛

家 事 消 費 金 額

事 業 消 費 金 額

1.期首の棚卸品の消費が漏れていませんか。本年生産物の数量 。家事消費単価
は正しいですか。

2.現物で経費等を支払った農産物は計上されていますか。
3.生産した農作物の家事 。事業消費は計上されていますか。
4.自 家用野菜は計上されていますか。

雑  収  入

1.農産物の被害等による共済金・リベー ト・事業分量分配金、各種補填金等の

収入が漏れていませんか。
2.事業用資金の利子が含まれていませんか。
3.土地や建物の売買代金や貸付料が含まれていませんか。

期 首 前年の期末棚卸高と一致していますか。
農産物の

棚 卸 高 期 末
1.数量・単価は正しいですか。
2.期首数量 +生産数量―家事・事業消費数量=期末棚卸数量になりましたか。

計 記載漏れ・計算誤りがないか再度確認しましたか。

租 税 公 課
1.家事費である所得税 。住民税・健康保険税等の税金が含まれていませんか。
2.固定資産税のうち家事分のあん分計算は正 しくされていますか。

種  苗  費 育成費用又は棚卸品にしたものはわかりますか。

素  畜  費 同   上

月巴    ホ斗    i彗|
返品等の処理は正 しくされていますか。

飼  料  費 育成費用又は棚卸品にしたものはわかりますか。

農  具  費 1個又は 1組の取得価格が 10万 円以上のものが含まれていませんか。

農 薬 衛 生 費 返品等の処理は正 しくされていますか。

□
目
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◎
保
育
所
べ
入
所
で
き
る
基
準

保
育
所

へ
入
所
で
き
る
児
童

は
、
両
親
い
ず
れ
も

（両
親
と
別

居
し
て
い
る
場
合
に
は
児
童
の
面

倒
を
み
て
い
る
方
）
が
次
の
い
ず

れ
か
の
事
情
に
あ
る
場
合
で
す
。

①
家
庭
外
労
働

②
家
庭
内
労
働

③
母
親
の
出
産
等

④
親
の
疾
病
等

⑤
病
人
の
看
護
等

⑥
家
庭
の
災
害

⑦
そ
の
他
児
童
が
保
育
に
欠
け
る
事

情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

◎
入
所
申
込
方
法

申
し
込
み
時
に
次
の
書
類
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
各
種
用
紙
は
役

場
保
健
福
祉
課
、
各
出
張
所
及
び

各
保
育
園
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
受
け
取
り
の

う
‐
え
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

し
込
み
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
所
申
込
書

（児
童
１
人
に
対
し
１
枚
）

②
家
庭
状
況
申
告
票

※
自
営
業

（農
林
業
な
ど
）
の
方
、

ま
た
重
度
障
害
者
や
病
人
の
看

護
等
の
理
由
が
あ
る
方
は
、
就

労

・
看
護
証
明
書
に
記
入
し
、

地
区
民
生
委
員
の
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

※
会
社
等
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
を
必

ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ー
ト
や
内
職
等
で
源
泉
徴
収

票
の
な
い
方
は
、
事
業
所
か
ら
必

ず
就
労
（就
労
予
定
）
証
明
書
に

記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
１６
年
１
月
２
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
世

帯
は
、
平
成
１６
年
度
課
税
台
帳

記
載
事
項
証
明
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

◎
熊
本
県
多
子
世
帯
子
育
て
支
援

事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
、
多
子
世
帯
の
保

育
料
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
る
子

育
て
支
援
を
目
的
と
し
て
、
同

一

世
帯
の
３
人
日
以
降
の
お
子
さ
ん

が
３
歳
未
満
児
で
あ
れ
ば
、
そ
の

お
子
さ
ん
の
保
育
料
を
半
額
と
す

る
事
業
で
、
本
町
で
は
平
成
Ｈ
年

度
か
ら
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、

１４
年
度
か
ら
、
同

一
世
帯

か
ら
保
育
園
に
３
人
以
上
同
時
に
入

所
し
て
い
る
世
帯
に
あ
っ
て
は
、
３

人
目
以
降
の
お
子
さ
ん
の
保
育
料
を

全
額
免
除
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
の
高
い
世
帯
な

ど
の
児
童
は
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

薫威77年嗜口Tttf卑高所

入所‐申込受付について
町では平成 17年 4月 からの保育所の入所申込受付を行いますので、

希望される方は入所基準を確認のうえ申し込みを行ってください。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
　
福
祉
係

ＴＥＬ
６
２

‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

色見保育園おゆうぎ会

□日臓謳盛劃驚爛
高 森 保 育 園

願現墓訓
90名

20名
1月 13日 (木 )

10:00ハV12:00
13:00ハV15:00

場
課

役
祉

ＴＪ
一ロヨ

ｍド
サ■

森
健

高
保

草 部 保 育 園 20名 1月 18日 (火 ) 10:00′ ン`12:00 草 園部 保  育

野 尻・ 河 原・

草 部 北 部 保 育 園
20名 1月 18日 (火 ) 13:30ハV15:00 場

所

几
又
匡
灰

イ
■
二
だ
′

Ｔ
Ｊ

ゴ
ゴ

附

日

森
尻

高
野

だい   か い じん けん けtヽ はつ                     ちょうない ちゅうがっ こう じん けん さく ぶん しょうかい

人権啓発フェスティバル町内中学校人権作文紹介》

「今の私とついこの間までの私の姿」

高森中学校  3年 矢津田貴子

ロ

勉強 したり、運動したり、本を読んだり、掃除

をしたり、そして友達と話をしたり…。

私は今、楽しい学校生活を送っています。友達は、

おもしろいし、やさしい人ばか りです。小学校の

頃もそうでしたし、中学校に入ってからもそうで

す。 しかし、楽しいはずの学校生活をこわす人が

いて、学校に行きたくても行けなくなってしまう

人がいるのではないかと思います。

私は以前、友達にヒドイことをしてしまいまし

た『イジメ』です。もうその友達 とは、仲直 りし

ましたが今でもあの頃の事が時々、頭の中で思い

出されます。 しかも 「調子乗ってて、ムカツク」

という、勝手な理由をつけてい じめていたので

す。『イジメ』は、ほとんど毎 日続いていました。

移動教室の時に、一人ぼっちにした り、いつもは

話しかけていたのに、一言もしゃべ らなくな りま

した。そのせいで、いつも明るかったその友達は

暗くな り、回数も少なくなっていってしまいまし

た。そ して、その友達は、「体調不良」で学校 を

早退 したり、休んだ りということがとても多くな

りました。私は「このままでは大変なことになる」

と思い、どうにかしなければ…と考えました。「思

い切って話しかけてみよう、でも、もし許して く

れなかったらどうしよう」などと、色々考えました。

そして、ある日の朝、思い切ってその友達に「ォ

ハヨウ」 と言いました。するとその友達は、驚い

た顔をしていましたが、「オハヨウ」と返してくれ

ました。その時自分は、「なんて、都合のいい事を

したのだろう」と、 とでも悲しくな りました。 し

かし、それからその友達は、少しずつ前の明るさ

をとりもどしていったのです。

私は、「楽しい学校をこわす人」になろうとして
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いたのです。

いじめる側に立って しまった自分の心の中は、

弱かったと思います。みんながしているから…私

だけ抜けると。今度は自分がいじめ られるかも、

という不安があり、 自分の気持ちを表に出す こ

とができませんでした。 しかし、 この事がきっか

けで私は、「もう三度 とイジメは しない |!」 と

心に決めました。人をいじめると相手を傷つけて

しまうだけでなく、イジメをしている側も何か心

に引っかかるような気持ちにな ります。そして、

仲直 りした後でも、 とでも後悔 します。そうなら

ないために『差別はしない lイ ジメはやめる |!』

と心に決めて生活 していくことがとても重要なこ
おも              じ

とだと思います。また、自
ぶん  おも

分の思 つた ことや、
き

気

持ちを伝える勇気もとても大切だと思いました。

今の私は、文化祭を前にして、クラスでも協力

して取 り組むなど、 とでも充実 した学校生活 を

送っています。でもまだ、思ったことを充分に言

えていない自分もいます。

これか らもっと、自分の気持ちを伝えていきた

いと思いますし、そうすることが、いじめなどを

なくす ことにつながると思っています。
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預
金
の
保
護
の
範
囲
が
変
わ
る
こ
と
を

」存

ら

か
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援り
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○
対
象
と
な
る
預
金

。
当
座
預
金
　
・
普
通
預
金

。
別
段
預
金
　
・
定
期
預
金

。
通
知
預
金
　
・
納
税
準
備
預
金

。
定
期
積
金
　
・
貯
蓄
預
金

・
掛
金

。
金
融
債

（
ワ
イ
ド
等
の
保
護
預
か
り

専
用
商
品
に
限
る
）

・
元
本
補
て
ん
契
約
の
あ
る
金
銭
信
託

（ビ
ッ
ク
等
の
貸
付
信
託
を
含
む
）

○
対
象
と
な
る
金
融
機
関

・
銀
行
（日
本
国
内
に
本
店
が
あ
る
も
の
）

。
信
用
金
庫

。
信
金
中
央
金
庫

。
信
用
組
合

・
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合
会

・
労
働
金
庫

・
労
働
金
庫
連
合
会

※
農
協
、
漁
協
、
水
産
加
工
業
協
同
組

合
等

の
系
統
金
融
機
関
は
、
別
途
、

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
制
度

に
加
入
し
て
い
ま
す
。
（詳
し
く
は
、

農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構

皿
０
３
‐
３
２
８
５
‐
１
２
７
２
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

金
融
庁
総
務
企
画
局
信
用
課
信
用
機
構
室

ＴＥＬ

０

３

‐

３

５

０

６

‐

６

０
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０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

す
庫
ｐ
＼
＼
疑
Ｅ
疑
。「∽”
・∞
ｏ
」０
＼

預
金
保
険
機
構

ＴＥＬ

０

３

，

３

２

１

２

‐

６

０

２

９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

す
庫
ｐ
＼
＼
疑
妥
〓
Ｑ
一ｏ
・∞
ｏ
」ｏ
＼

ヽ`■ ヽ

平
成
１７
年
４
月
以
降
は
、
当
座
預
金
や
利
息
の
付
か
な
い
普
通
預
金
が

「決
済
用
預
金
」
と
し
て
全
額
保
護
さ
れ
、
利
息
の
付
く
普
通
預
金
や

定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
預
金
者
１
人
当
た
り
、
元
本
１
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
「決
済
用
預
金
」
と
は
、

「無
利
息
、
要
求
払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
」
と
い
う
３
条
件
を
満
た
す
も
の
で
す
。

当座預金

普通預金

別段預金 [

【平成 1

【平成 17年】
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▼

ひじきのサラグ
□材料 (4人分 )

ひじき (乾)15g、

レタス60g、 赤ピー

マン1個、だし汁大

さじ4、 濃回しょう

ゆ小 さ じ1、 マ ヨ

ネーズ小さじ2、 味

噌小さじ2

□作り方

①ひじきは水で戻して水気を切っておく。

②レタス、赤ピーマンは 5cmの 長さのせん切

りにする。

③鍋にだし汁、しょうゆを入れて火にかけ、①

を入れて煮て冷ます。

④マヨネーズと味噌を練り混ぜて、全体を和える。

痛風の食事のポイント

〃

①プリン体を含む食材を食べ過ぎない。

レバー、千物、さんま、えび、いわし、肉の脂身、

ビールなどに多く含まれます。

②バランスのよい食事をする。

③水分を多く取る。

尿が濃くなり腎臓に結石ができないように、尿

酸の排せつをよくすることが重要です。

④アルコールを控える。

お酒は尿酸の生合成を克進させます。ビールは

特に要注意です。

;1五張″◆
尿
酸
が
高
い
と
ど
う
な
る
？

尿
酸
は
、
食
物
中
の
動
植
物
の
細
胞
に
よ
り
、
小
腸

か
ら
プ
リ
ン
体
と
し
て
吸
収
さ
れ
ま
す
。
過
剰
に
吸
収

さ
れ
た
分
が
肝
臓
で
代
謝
さ
れ
尿
酸
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

尿
酸
は
、
血
液
中
で
は

一
定
濃
度
し
か
溶
か
す
こ
と
が

で
き
ず
、
値
が
高
く
な
る
と
溶
け
き
れ
ず
、
針
状
の
塊

を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
関
節
液
の
中
が
高
濃
度
に

な

っ
た
も
の
が

「痛
風
」
と
い
わ
れ
、
関
節
の
激
し
い

痛
み
と
し
て
表
れ
ま
す
。

痛
み
が
な
い
と
よ
い
の
か
と
い
う
の
は
誤
り
で
す
。

針
状
の
塊
が
血
管
を
傷

つ
け
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
、

腎
臓
を
も
傷
害
し
、
慢
性
腎
不
全
か
ら
透
析
に
も
及
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

健
診
結
果
か
ら

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
！

◆
ど
ん
な
と
き
高
く
な
る
？

プ
リ
ン
体
は
、
食
事
か
ら
取
り
込
ま
れ
る
だ
け
で
な

く
、
新
陳
代
謝
に
よ
っ
て
も
尿
酸
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

運
動
や
激
し
い
労
働
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
大
量
飲
酒
に

よ
っ
て
、
体
内
で
尿
酸
が
つ
く
ら
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
尿
酸
は
便
や
尿
の
中
に
混
じ
り
排
せ
つ
さ

れ
ま
す
が
、
う
ま
く
排
せ
つ
さ
れ
な
い
と
尿
酸
値
が
高

く
な
る
結
果
に
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
や
脂
肪
の
取

り
過
ぎ
で
、
血
液
は
酸
性
に
な
り
排
せ
つ
さ
れ
に
く
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
分
の
取
り
方
が
少
な
く
て
も
、

尿
量
が
少
な
く
排
せ
つ
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
肥
満
に
よ
っ
て
も
尿
酸
の
排
せ
つ
を
悪
く
し

ま
す
。

◆
尿
酸
値
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら

①
尿
酸
値
の
検
査
を
定
期
的
に
受
け
る
。

正
常
値

¨
男
性
４
・０
～
６
・
５
ｍｇ
／
ｄｌ

女
性
３
・０
～
５
・Ｏ

ｍｇ
／
ｄｌ

②
痛
み
が
な
い
か
ら
と
放
置
し
な
い
。

腎
障
害
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
を
合
併

し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

③
プ
リ
ン
体
を
多
く
含
む
食
品
を
取
り
過
ぎ
な
い
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
。

ビ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
ア
ル
コ
ー
ル
で
も
尿

酸
の
生
合
成
を
克
進
し
、
排
せ
つ
を
悪
く
し
ま
す
。

特
に
、
運
動
後
の
大
量
飲
酒
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
水
分
を
多
く
取
る
。

⑥
肥
満
の
あ
る
人
は
体
重
管
理
を
行
う
。

´
"イ'Iサ tθlγ!で

新
年
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

何
か
と
ご
馳
走
を
食
べ
た
り
飲
酒
の
機
会
も
多

い
こ
の
時
期
、
体
の
こ
と
が
気
に
か
か
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
ル
コ
ー
ル
か
ら

連
想
さ
れ
る
の
が
ま
ず
肝
臓
。
し
か
し
、
尿
酸
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
健
診
で
今
年
度
か
ら
取

り
入
れ
た
尿
酸
値
の
検
査
。
正
常
値
よ
り
も
高
い

値
を
示
し
た
の
は
、
男
性
２
９
４
名
、
女
性
６９
名

で
受
診
者
の
１９
％
に
も
な
り
ま
す
。

●

●
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全
額
保
護

金
融
機
関
の
財
産
・の
状
況
に
応
じ
て
．支
払
い

■^

部

カ

ッ
ト
さ
れ

る

こ
と
が

あ

り
ま
す
）

合
算
し
て
元
本
１
千
万
円
ま
で

と
そ
の
利
息
の
最
低
保
障

（注
）

ノ
「

Ｊ

利
息
の
付
く
普
通
預
金
は
合
算

し
て
元
本
１
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
の
最
低
保
障

（注
）

当
座

預
金

ゃ
利
息

の
付

か
な

い

普

通
預
金

は
全
額
保
護

寄
ナ

詢
議

・』
れ

．
聴
わ

‘
ム開翅

襲
て

喘
じ

土
心

曲
郵

融
況

い
状↑的

師
財

卸
の一綱

昨
融

』
金

，
ま】

州
摯
る

こ
え

】
超

率
を

』
障

爬
呆中倒

瑯
自販

菫
∋摯

Ｑ

外貨預金

譲渡性預金
ヒット 等

対象となる預金

]

その他の預金等

定期預金、定期積金
ビック、 ワイ ド等



「
Ｌ
ｉ
ｒ「

護
保
険
痴
果
に
つ
い
て
考
え
る

年
齢
を
重
ね
る
と
身
体
的
な
衰
え
と
し
て
脳
機
能
も
低
下
し
ま
す
。
そ
の
中
で
記
憶
力
に
関
係
す
る
も

の
と
し
て
「痴
果
」
と
い
う
現
象
が
介
護
の
中
で
現
実
的
な
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
今
月
号
で
は
こ
の
「痴

呆
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
（本
誌
平
成
１６
年
９
月
号
９
ぺ
―
ジ
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
）

口
　
私
は
近
頃
、
家
の
中
で
も
ど

こ
に

い
る

の
か
わ

か
ら
な
く

な

っ
た
り
、
家
の
周
り
な
の
に

ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
で
も
不
安
に
な

っ
た
り
、

お
そ
ろ
し
く
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
先
ど
う

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

Ｒ
　
ま
ず
は
お
医
者
さ
ん
に
診
て

も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
痴

果
と
診
断
さ
れ
て
も
、
恥
ず
か

し
が

っ
た
り
、
心
配
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
適
正
な
治
療

を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
症
状

が
改
善
さ
れ
た
り
、
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
心

配
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

医
者
さ
ん
や
下
記
の
相
談
セ
ン

タ
ー

ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
父
に
痴
呆
の
症
状
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

家
族
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
先
ど

の
よ
う
に
接
し
対
応
し
た
ら
よ

「
日
本
三
大

下
り

宮
」

の

一
つ
と
い
わ

れ
る
草
部
吉
見
神
社

で
、
福
岡
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る

「寺

田
麻
美
＆
竹
田
夢
暢

ト
リ
オ
」
の
ジ

ャ
ズ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ

れ

は
、

コ

ン

サ
ー
ト
を
通
じ

て
、

い
で
し
よ
う
か
？

日
　
痴

果

の
方

の
言
動

は
、

と

き
に
は
腹
立
た
し
く
思
え
た
り

し
て
、
家
庭
不
和
の
元
に
な

っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
中
に
は

親
の
痴
果
を
認
め
ら
れ
ず
、
よ

く
な

っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
家
族
が
痴
呆
の
人
を
き

つ
く
注
意
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
厳
し
い
言
動

は
、
痴
果
の
人
を
か
え

っ
て
萎

縮
さ
せ
、

ス
ト
レ
ス
や
不
安
を

高
め
て
し
ま
い
、

そ
の
結
果
、

症
状
が
悪
化
し
た
り
、
精
神
的

に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

痴
呆
の
人
は
、
自
分
自
身
で

も
何
か
お
か
し
い
こ
と
は
自
党
し

て
い
て
不
安
に
感
じ
て
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
そ
の
不
安
や
恐

怖
心
を
軽
く
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
、
あ
た
た
か
い
態
度
や
ゆ
っ
く

り
し
た
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
接

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

都
市
と
農
村
の
交
流
や
地
域
活

性
化
を
目
指
す

「永
楽

（草
部
を

愛
す
る
仲
間
た
ち
）
」
（後
藤
幸

光
代
表
）
が
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
。
午

後
６
時
の
開
演
前
に
は
す

っ
か

り
暗
や
み
に
包
ま
れ
、
鳥
居
か

ら
社

へ
下
る
１
３
０
段
の
階
段

は
、
七
谷
亜
紀
彦
さ
ん

（永
野
原
）

に
よ
る
竹
を
使

っ
た
光
の
ア
ー

ト
に
照
ら
し
出
さ
れ
、
樹
齢
千

阿
蘇
五
岳
を

一
周
す

る
阿
蘇
郡
町
村
対
抗
阿

蘇
山

一
周
駅
伝
大
会
が

開
催
さ
れ
、

１８
区
間
７０
・

８
ｋｍ
の
コ
ー
ス
を
、
各
町

村
選
り
す
ぐ
り
の
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
が
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

本
町
チ
ー
ム
は
、
宇

藤

康

博

選

手
、

野

尻

浩
太
郎
選
手
、
杉
田
拡

次
選
手
が
区
問
賞
を
受

賞
。
総
合
９
位

（前
半

１２
位
、
後
半
７
位
）
と

い
う
結
果
で
し
た
。

な
お
、
小
国
町
が
４

町
優
秀
選
手
の
杉
田
拡
次
選
手

境内にジャズの美しい音色響く

郡内一円で健脚競 う

町村対抗阿蘇山一周駅伝大会

地域みんなで支えるお年寄り対策 |

個人や家族だけの対応では限界

老人対策は本人や家族だけの

対応では困難な場合が多く、特

に痴呆が進み 「徘徊」などの行

動がみられるようになると、地

域みんなで協力し合っての助け

合いが必要です。

″√ヽ

●   ●

●   ●

年
と
伝
え
ら
れ
る
ご
神
木
や
社
も

見
事
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

し
た
。

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
８
０
０

人
の
家
族
連
れ
や
カ

ツ
プ
ル
は
、

防
寒
着
に
身
を
包
み
地
酒
を
飲
ん

だ
り
た
き
火
で
暖
を
と
っ
た
り
し

な
が
ら
、
思
い
思
い
に
リ
ズ
ム

を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
夜
の
境
内

に
は
演
奏
と
拍
手
、
歓
声
が
響
き

渡

っ
て
ま
し
た
。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ｃ
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

鵞お年寄りを見かけたら気軽に声をかけましょう。

は痴呆で徘徊しているお年寄りを見かけたらご家族

に知らせてあげましょう。

躊お年寄りの一人暮らしやお年寄 りだけの世帯には

ご近所での見守 り、声かけな どで協力し合いま

しょう。

選
手
紹
介

監
　

　

　

督

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー

◆
前
半
の
部

宇
藤
　
康
大

野
尻
　
健
司

市
原
　
史
久

岩
下
　
良
治

田
上
　
雄
基

◆
後
半
の
部

二
子
石
信
太
郎

森
　
　
隆
志

重
野
　
将
史

杉
田
　
拡
次

野
尻
　
卓
郎

◆
補
　
員

竹
内
　
辰
三

藤
本
　
康
雄

野
尻
　
英
樹

楢
木
野
秀
徳

住
吉
　
翔
太

真
井
　
裕
子

後
藤
　
愛
里

甲
斐
　
　
翠

大
谷

住
吉

正
三

勝
徳

住
吉
　
　
恵

野
中
菜
瑞
沙

三
森
　
隆
寛

岩
下
　
美
樹

宇
藤
　
康
博

田
所
裕

一
郎

野
尻
浩
太
郎

宇
藤
実
沙
紀

土
井
　
　
淳

鳩
野
　
博
文

利
道
　
誠
和

住
士
口
　
昭
則

本
田
人
史
希

楢
木
野
　
忍

森
田
あ
ず
さ

本
川
　
　
宰
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痴
果
に
つ
い
て
の

相
談
窓
口
欝
設
●

熊
本
県
で
は
、
痴
果
性
高
齢
者

に
係

る
電
話
相
談
窓

口
を
開
設

し
ま
し
た
。

（阿
蘇
地
域
は
蘇
陽

町

の
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ト
内

に

設
置
）

「痴
呆
に

つ
い
て
ど
こ
に
相
談
す

れ
ば
い
い
の
Ｐ
。」

「痴
果

の
人
の
お
世
話
は
ど
う
す

れ
ば

い
い
の
？
」
。
・
。
と
い

つ

た
痴
果
に
関
す

る
不
安

や
心
配

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
、

２４

時
間
体
制

で
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。

■
阿
蘇
地
域
電
話
相
談
窓
口

蘇
陽
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
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先

熊
本
県
健
康
福
祉
部

高
齢
者
生
き
が
い
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